
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
③

◎
事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題
（
海
外
・
他
都
市
）

１
－
ル
ー
ル
地
域
と
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー

　
　
ク
対
象
地
域
の
位
置
と
概
況

２
－
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
コ
ン
セ

　
　
プ
ト
と
運
営
方
法

３
ｌ
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
ワ
ー
キ

　
　
ン
グ
フ
イ
ー
ル
ド
と
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

４
－
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
か
ら
発
想

　
　
す
る
総
合
的
開
発
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１

ル
ー
ル
地
域
と
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー

ク
対
象
地
域
の
位
置
と
概
況

　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
を
州
都
と
す
る
ノ
ル
ト
ラ
イ

ン
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
一
九
八
九
年
か
ら

一
九
九
九
年
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
を
設
定
し
て
、
ル
ー

ル
地
域
内
エ
ム
シ
ヤ
ー
川
流
域
の
環
境
と
経
済
の
再

建
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
国
際
建
築
展

（
Ｉ
Ｂ
Ａ
）
エ
ム
シ
ヤ
ー
パ
ー
ク
と
い
う
名
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
国
際
建
築
展
と
い
う
方
法
を
広

域
都
市
圏
再
生
に
応
用
し
た
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

地
域
開
発
事
例
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本

質
的
な
部
分
と
し
て
国
際
建
築
展
方
式
事
業
と
広
域

都
市
圏
再
生
と
い
う
性
格
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
広

域
都
市
圏
再
生
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
概
略

か
ら
説
明
す
る
。

①
ｌ
ル
ー
ル
地
域
の
工
業
化
の
経
緯

　
ド
イ
ツ
の
心
臓
と
も
い
わ
れ
て
き
た
一
大
工
業
地

帯
を
有
す
る
ル
ー
ル
地
域
は
、
地
域
西
部
を
南
北
に

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
を
頼
る
べ
き
輸
送
動

脈
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
ル
ー
ル
地
域
の
ラ

イ
ン
川
支
流
は
リ
ッ
ペ
川
、
エ
ム
シ
ャ
ー
川
、
ル
ー

ル
川
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
近
代
化
以
前
に
も
幾
つ
か
の
街
道
都

市
が
存
在
し
て
い
た
が
、
鉄
鉱
石
や
石
炭
の
採
掘
が

活
発
化
す
る
十
九
世
紀
以
降
、
ド
イ
ツ
の
近
代
化
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
急
速
に
輸
送
網
、
産
業
施
設
、
定

住
地
が
整
備
さ
れ
た
。

　
ル
ー
ル
地
域
の
鉱
山
施
設
は
、
エ
ム
シ
ャ
ー
川
流

域
と
ル
ー
ル
川
流
域
に
集
中
し
て
い
る
。
南
側
の
ル
ー

ル
川
は
川
幅
も
あ
り
船
舶
運
行
可
能
な
河
川
で
あ
っ

た
た
め
、
こ
の
ル
ー
ル
川
流
域
か
ら
鉱
山
開
発
が
進

み
、
工
業
地
域
化
も
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
だ
。

②
－
広
域
都
市
圏
形
成
の
経
緯
と
特
徴

　
エ
ム
シ
ャ
ー
川
は
ル
ー
ル
川
と
比
べ
る
と
は
る
か

に
貧
弱
な
川
で
あ
っ
た
た
め
、
ラ
イ
ン
・
ヘ
ル
ネ
運

河
の
整
備
を
待
っ
て
鉱
山
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
遅
れ
て
開
発
さ
れ
た
エ
ム
シ
ヤ
ー

川
流
域
は
、
ル
ー
ル
川
流
域
に
ま
さ
る
東
西
に
伸
び

る
一
大
鉱
工
業
地
帯
と
な
っ
て
い
く
。
十
九
世
紀
末

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
期
間
に
大
規
模
な
労

働
者
コ
ロ
ニ
ー
が
転
々
と
開
発
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は

め
ず
ら
し
い
、
連
鎖
型
の
大
規
模
市
街
地
を
形
成
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
都
市
周
辺
の
広
域
都
市
圏
化
は
同
時
期
に
お
い

て
、
欧
米
都
市
で
は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
通
常
の
発
展
形
態
は
中
心
と
な

る
都
市
が
存
在
し
、
こ
れ
が
周
辺
の
小
さ
い
自
治
体

を
合
併
し
た
り
新
た
な
広
域
行
政
体
を
生
み
出
す
こ

と
で
、
拡
大
す
る
領
域
の
管
理
を
一
元
化
し
て
い
た
。

■
永
松
　
栄

①
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
運
営
方
法

ト



他
八
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

主
流
が
石
炭
か
ら
石
油
に
転
換
し
た
こ
と
と
、
ド
イ

ツ
の
工
業
自
体
が
鉄
鋼
生
産
に
代
表
さ
れ
る
重
厚
長

大
型
か
ら
機
械
・
自
動
車
関
連
や
ハ
イ
テ
ク
関
連
の

よ
う
な
付
加
価
値
型
に
転
換
し
た
こ
と
は
、
こ
の
地

域
の
斜
陽
化
と
連
動
し
た
。
こ
う
し
て
鉱
山
施
設
と

鉄
鋼
関
連
施
設
を
中
心
に
、
産
業
施
設
の
閉
鎖
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

④
－
Ｉ
Ｂ
Ａ
関
連
自
治
体
の
概
況

こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ー
ル
地
域
に
は
も
と
も
と
都
市

ら
し
い
都
市
と
い
う
の
は
エ
ッ
セ
ン
や
ド
ル
ト
ム
ン

ト
程
度
で
、
あ
と
は
村
や
町
に
相
当
す
る
も
の
が
領

域
を
運
営
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
第

一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
経
済
復
興
を
目
的
に
し
た

ル
ー
ル
地
域
の
生
産
力
増
大
が
国
家
事
業
と
し
て
推

進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
な
都
市
構
造
は
全

体
と
し
て
エ
ッ
セ
ン
や
ド
ル
ト
ム
ン
ト
を
中
心
と
す

る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
エ
ム
シ
ヤ
ー
川
と

ラ
イ
ン
・
ヘ
ル
ネ
運
河
、
そ
し
て
こ
れ
と
並
行
に
走

る
何
本
か
の
鉄
道
路
線
に
沿
う
東
西
方
向
の
連
鎖
型

市
街
地
の
帯
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
で
、
広
域
都
市
圏
の
産
業
イ
ン
フ

ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
関
す
る
総
合
的
管
理
は
、

通
常
の
中
心
都
市
の
行
政
管
轄
拡
大
と
い
う
こ
と
で

の
対
応
で
は
な
く
、
自
治
体
が
行
政
連
合
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
で
の
対
応
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
連
合

は
「
ル
ー
ル
石
炭
地
域
連
合
」
と
呼
ば
れ
一
九
二
一

年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。

③
－
近
年
の
ル
ー
ル
地
域
の
状
況

　
ル
ー
ル
石
炭
地
域
連
合
は
一
九
七
九
年
に
「
ル
ー

ル
地
域
自
治
体
連
合
」
へ
改
組
さ
れ
、
十
一
都
市
と

四
郡
が
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
圏
域
は
、

一
九
九
三
年
現
在
で
面
積
四
千
四
百
三
十
四
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
五
百
四
十
四
万
六
千
人
で
、
一

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
人
口
は
千
二
百
二
十

八
人
に
も
達
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
群
を
抜
く
巨

大
人
口
集
中
地
域
と
な
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
東
西

統
合
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
は
三
百
四
十
万
人
で
あ

る
）
。
土
地
利
用
の
状
況
は
市
街
地
（
公
共
施
設
用

地
を
除
く
）
二
一
・
五
％
、
公
共
施
設
用
地
九
・
四

％
、
農
地
四
三
・
二
％
、
森
林
一
七
・
三
％
、
そ
の

　
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー

ク
と
い
う
の
は
州
政
府
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
そ
の
動
機
は
対
象
地
域
の
高
失
業
率
に
現
れ
る

社
会
経
済
問
題
の
克
服
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
は
従
来
、
ド
イ
ツ
を
牽
引
す
る
工
業
州
を
自
負
し

て
い
た
が
、
戦
後
、
自
動
車
産
業
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
及
び
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
急
速
に
シ
ュ
ッ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
圏
域
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
圏
域
に
先
を
越
さ
れ

る
状
況
に
焦
り
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連

邦
政
府
が
主
導
す
る
欧
州
通
貨
統
合
が
な
さ
れ
た
場

合
、
古
い
産
業
体
質
や
雇
用
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
で

は
同
州
の
経
済
地
盤
は
さ
ら
に
沈
下
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
観
測
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
、
二
十
世
紀
の
最
後
の
十
年
を
期
し
て

州
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ヤ
ー

パ
ー
ク
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

①
－
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
国
際
建
築
展
）
運
営
の
狙
い

　
現
在
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ヤ
ー
パ
ー
ク
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
ル
ー
ル
地
域
内
十
一
都
市
の
内
九
都

市
と
、
レ
ク
リ
ン
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
内
の
五
町
、
ウ
ン

ナ
郡
内
三
町
で
、
面
積
に
し
て
八
百
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
二
百
万
人
規
模
の
圏
域
で
あ
る
。

　
こ
の
圏
域
の
設
定
は
エ
ム
シ
ヤ
ー
川
と
ラ
イ
ン
・

ヘ
ル
ネ
運
河
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
東
西
五
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
密
度
に
連
坦
し
た
市
街
地
の
帯

で
あ
り
、
ル
ー
ル
地
域
の
中
で
も
最
も
ル
ー
ル
広
域

都
市
圏
の
特
徴
を
示
す
鉱
工
業
地
帯
で
あ
る
（
図
－

１
参
照
）
。

　
ル
ー
ル
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
重
厚
長
大
型
産
業

地
域
を
産
業
基
盤
と
す
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
一
九
八
〇
年
代
を
通
し
て
失
業

率
の
上
昇
に
悩
ま
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
八
七
年
ま

で
の
間
に
州
全
体
失
業
率
が
五
％
か
ら
一
〇
％
に
推

移
し
た
の
に
対
し
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
関
連
自
治
体
に
お
け
る

失
業
率
は
、
六
％
か
ら
一
六
％
に
急
上
昇
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
運
営
方
法

　
州
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
具
体

的
な
事
業
名
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ヤ
ー

パ
ー
ク
」
と
称
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
エ
ム
シ
ヤ
ー
川
流
域
の
よ
う
な
十
七
の
自
治
体
に

ま
た
が
る
広
域
都
市
圏
再
生
事
業
な
る
も
の
は
前
代

未
聞
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
た
財
源

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
の
段

階
で
、
新
た
な
立
法
措
置
に
よ
る
財
源
確
保
も
検
討

さ
れ
た
が
、
結
局
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九

八
九
年
当
時
、
州
の
財
政
状
況
が
悪
か
っ
た
こ
と
が

単
純
な
理
由
で
あ
る
が
、
目
的
の
異
な
る
財
源
あ
る

い
は
事
業
を
エ
ム
シ
ャ
ー
川
流
域
に
集
め
ら
れ
る
確

た
る
見
通
し
が
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ

　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
③
事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題
（
海
外
・
他
都
市
）

ＩＢＡ対象地域の連鎖型市街地の形状と高速道路網図一１
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こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
州
が
新
た
に
取
り
組
む

べ
き
仕
事
は
、
新
た
に
計
画
を
つ
く
り
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
州
、
地
域
自
治
体
連
合
、
自
治

体
、
公
益
企
業
等
を
主
体
と
す
る
既
往
の
公
共
事
業

に
共
通
の
目
的
と
戦
略
を
持
た
せ
、
さ
ら
に
こ
れ
に

同
調
す
る
新
た
な
民
間
事
業
を
仲
間
に
加
え
て
い
く

よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
州
は
一
九
八
九
年
に
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ

ャ
ー
パ
ー
ク
公
社
を
設
立
し
た
。
こ
の
公
社
は
、
エ

ム
シ
ャ
ー
川
流
域
の
再
生
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
建

築
展
運
営
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
民
営
形
態
に
よ
る

十
年
の
時
限
付
き
公
社
で
、
州
出
資
の
州
開
発
公
社

（
Ｌ
Ｅ
Ｇ
）
と
は
全
く
性
格
の
違
う
組
織
で
あ
る
。

②
｜
国
際
建
築
展
と
し
て
見
た
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー

　
　
パ
ー
ク
の
特
異
性

　
伝
統
的
に
万
博
（
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
は
仮
設
建
築
物
に

よ
る
国
際
建
築
展
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
し
、
恒
久

建
築
物
に
よ
る
国
際
建
築
展
も
二
十
世
紀
に
は
数
多

く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
の
ワ
イ
セ
ン
ホ
フ
ジ
ー
ト
ル
ン
ク
（
一
九

二
七
年
）
、
ベ
ル
リ
ン
の
ハ
ン
ザ
フ
ィ
ア
テ
ル
（
一

九
五
七
年
）
、
同
じ
く
ベ
ル
リ
ン
の
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
一
九

七
九
－
一
九
八
七
年
）
等
が
著
名
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
い
わ
れ
る
国
際
建
築
展
の
効
用
は
次
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
土
俗
的
に
な
り
が
ち

な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
国
際
的
な
建
築
家
や
計
画

家
を
参
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
革
新
性
や
話
題
性
を

獲
得
す
る
。
そ
れ
か
ら
共
時
体
験
の
場
と
し
て
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
、
国
際
的
に
共
有
さ
れ
る

課
題
の
処
理
に
資
す
る
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
言
え

る
こ
と
は
、
テ
ー
マ
を
持
た
な
い
国
際
建
築
展
は
あ

り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
主
催
者
側
か
テ
ー
マ
を

広
く
訴
え
よ
う
と
す
る
時
、
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た

と
い
う
実
績
が
あ
る
。

　
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
場
合
は
こ
れ
に
加
え
対
象

が
地
域
再
生
で
あ
る
と
い
う
最
大
の
特
異
点
が
あ

る
。
個
々
の
建
築
や
公
園
の
計
画
に
国
際
コ
ン
ペ
を

多
用
し
て
国
際
的
な
催
し
と
す
る
の
と
並
行
し
て
、

地
区
整
備
計
画
や
事
業
計
画
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
透

明
性
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
付
加
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
国
際
コ
ン
ペ
の
支
援
と
計
画

や
事
業
プ
ロ
セ
ス
の
情
報
発
進
が
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ

ヤ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
仕
事
に
含
ま

れ
て
い
る
。

③
－
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
運
営
方
法

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
公
社
の
設
立
の
前
後
に
だ
さ
れ
た
担
当
大

臣
の
声
明
は
、
「
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
州
は
エ
ム
シ
ヤ
ー
川
流
域
の
経
済
と
環
境
の
再

生
の
た
め
に
国
際
建
築
展
を
実
施
す
る
。
同
時
に
地

域
に
関
係
す
る
自
治
体
、
公
共
団
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
協
力
を
求
め
る
。
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
Ｉ
Ｂ
Ａ
公
社
が
初
期
に
手
が
け
た
仕
事

は
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
公
社
自
体
の
ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
設
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
国
際
建
築
展
の

ワ
ー
キ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
次
の
仕
事
は
Ｉ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
件
づ
く

り
と
Ｉ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
集
、
審
査
登
録
で
、

結
局
、
八
十
あ
ま
り
の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
録

さ
れ
た
（
図
－
２
参
照
）
。
登
録
が
整
う
と
、
個
々

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
知
的
支
援
と
要
件
監
理

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
知
的
支
援
の
重
要
な
部

分
は
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
国
際
コ
ン
ペ
を
支
援

し
、
特
に
今
後
、
社
会
的
に
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う

「
疲
弊
し
た
環
境
の
回
復
技
術
」
で
あ
る
と
か
「
一

般
建
築
の
環
境
共
生
技
術
」
に
関
す
る
情
報
の
交
流

と
共
有
化
を
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
然

こ
う
し
た
こ
と
と
の
関
係
の
中
で
、
定
常
的
な
広
報

の
仕
事
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
公
社
の
組
織
は
大
き
く
三
層
構
造
に
な
っ

て
い
て
、
最
上
部
は
い
わ
ゆ
る
出
資
者
側
か
ら
の
監

督
を
受
け
止
め
公
社
全
体
の
管
理
を
受
け
持
つ
理
事

会
、
運
営
委
員
会
、
総
務
局
で
あ
る
。
中
間
層
に
は

実
質
的
な
指
揮
を
つ
か
さ
ど
る
社
長
、
副
社
長
、
学

術
顧
問
団
が
位
置
し
、
最
下
部
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
の
段
階
で
、
こ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
「
広
報
担
当
」
、
「
産
業

パ
ー
ク
・
近
代
化
遺
構
担
当
」
、
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

パ
ー
ク
・
水
系
自
然
再
生
担
当
」
、
「
住
宅
・
市
街
地

整
備
担
当
」
、
「
社
会
・
文
化
活
動
担
当
」
の
構
成
で

あ
っ
た
。

３

－
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
ワ
ー
キ
ン

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
現
在
の
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
ワ
ー
キ
ン

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ク
ル
ー
ピ
ン
ク
は
、
『
①
エ
ム
シ
ヤ
ー

・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
』
、
「
③
エ
ム
シ
ャ
ー
水

系
の
自
然
再
生
」
、
「
③
近
代
化
遺
構
の
保
存
と
活
用
」
、

「
④
ワ
ー
ク
ー
イ
ン
ー
パ
ー
ク
」
、
「
⑤
住
宅
と
市
街

地
の
整
備
」
で
あ
る
。

①
ｌ
エ
ム
シ
ャ
ー
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク

　
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は

ル
ー
ル
地
域
自
治
体
連
合
が
Ｉ
Ｂ
Ａ
関
連
自
治
体
の

図一2　1BAプロジェクトの分布ＩＢＡ対象地域の緑の帯図一３
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